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活動内容 成果 関係(連携)団体
① 武庫川女子大学経営学部（8/５～６）12名・教員１名、ソフトバンク社員１名

参加

内容：うめ振興館見学、体験（梅干・梅ジュースづくり）、ウミガメ研修、ふるさと

納税返礼品レクチャー、梅料理体験、ソフトバンク社員講師による生成AIを活

用したワークショップ（南部高校生も参加）

・武庫川女子大学と連携協定締結。学内の

イベントで学生がみなべ町紹介

・ソフトバンク、ローソンに提案

・ふるさと納税返品についての提案

・武庫川女子大学

・ソフトバク

・（ローソン）

・梅料理研究会

② 大阪キリスト教短大グローバルDXコース（11/７～８） 学生８名(うち５名は

アジア人留学生）・教員２名参加

内容：うめ振興館、たかだ果園、紀州ほそ川工場、交流会、バイオ炭＆紀州備長

炭振興館、ぷらむ工房・梅干しづくり体験、ふりかえりワークショップ

・梅を使ったアジア料理づくり

・『学校法人』という雑誌に「SDGs未来都

市におけるSDGs地域貢献プログラムに

関する考察」寄稿

・大阪キリスト教短大

・みなべ国際交流クラブ、

「みなべ梅をwo炭クラ

ブ」
③ 阪南大学サッカー部（12/1～2) 学生７名・教員１名参加

内容：梅の里スポーツフェスタ、つるの湯温泉、梅干に関するアンケートを元に

ワークショップ、交流会、旧清川中にてキャンプ、鹿島渡岸、国民宿舎温泉

・継続的にみなべ町と交流

・上赤坂ゼミにおいてスポーツと梅につい

ての考察を継続的に実施

・阪南大学サッカー部

・NPO法人梅の里スポー

ツクラブ

③ 立命館大学経営学部（1/19～20) 8名、教員１名

内容：うめ振興館、たかだ果園見学、バイオ炭に関するレクチャー（高槻バイオ

チャー研究所島田所長、みなべ梅wo炭クラブ）、炭化炉見学

・立命館大学とは、日本バイオ炭研究セン

ターとの連携により、複数の教員が学生と

ともに訪問。バイオ炭事業化を支援

・立命館大学

・高槻バイオチャー研究所

・みなべ梅wo炭クラブ

テーマ名：若者

課題
団塊の世代の後期高齢者化と物価高は、梅干しの消費量が多い高齢者層の購買力の低下を招く可能性が有
る。そのため、若い世代の梅干しの消費量を増やすことが重要となる。

目標

そこで、若い世代への梅干しや梅関連製品の需要拡大、みなべ町の梅栽培に関する認知拡大について、関西
の大学生と共に考え活動する。需要・認知拡大の切り口としては「ふるさと納税返礼品」、SNS等による情報
発信、アスリート対象のプロモーション等を検討している。また、それらの活動をきっかけとして、関西の大学
生の大学を越えたつながりを築くことにより、関係人口を増やす。

振り返りと
今後の展望

令和６年度の成果として、４大学がフィールドワークを実施した。それぞれ充実した合宿を行うことができ、
「ふるさと納税返礼品提案」「アジア圏への梅料理の紹介」「アスリートへの梅商品紹介」「バイオ炭事業への
提案」等をいただいた。令和７年度は上記大学に加え、京都産業大学からの連携の申し入れもあり、地域と
大学が連携する域学連携事業を拡大させていきたい。また、大阪での学生イベントなども開催し、若い層の
関係人口（応援人口）を拡大していきたい。

「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム



① 武庫川女子大 経営学部 谷口ゼミフィールドワーク(8/5～6)
学生12名、教員１名、ソフトバンク社員１名

テーマ名：若者「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム



テーマ名：若者「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム
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② 大阪キリスト教短期大学 グローバルDXコース （11/7～８）
アジア留学生（５名）、日本人３名、教員２名



テーマ名：若者「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム



テーマ名：若者「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

③ 阪南大学サッカー部 １２/３（教員１名 大学生７名 中学生６名）



テーマ名：若者「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

③ 阪南大学 上赤坂ゼミ 事前アンケート



テーマ名：若者「みなべ梅ラーニングコモンズ」地域共創プログラム

④ 立命館大学経営学部 ラウパッハゼミ合宿、学生10名（1/19～20）


